


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































65歳以上 同％ 75 歳以上 同％
1990 80,433 8.8 29,405 3.2 
1995 104,711 10.8 37,347 3.8 
2000 133,020 13.2 51,174 5.1 
2005 161,795 15.8 70,522 6.9 
2010 191,722 18.3 90,061 8.6 
2015 234,360 21.7 110,300 10.2 


































飲 食 料 品 小 売
事 業 所（2014）
（2017） （2017） 事業所 従事者
鶴が丘 37.3 29.2 9 24
永和台 22.8 14.5 1  2
山の寺 32.1 20.8 2 36
向陽台 30.5 26.3 6 46
北中山 20.7 14.7 5  9









































































































コンビニ   3  3  3
食品  10  6  3
衣類   2  2  2
その他  12 10  7
サービス
理美容  19 19 19
飲食店  17 12  5
クリーニング   5  7  2
医療   9  9  8
福祉（老人）   0  0  3
保育園，幼稚園   2  2  2
その他   7 14 18
金融，郵便局   2  2  2
分類不明  15 11 11













































































































































Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8
A 徒歩１分 徒歩 毎回 野菜，お菓子 もう十分 近隣のスーパー 近隣のスーパー 80 代（＋付き添いの 50 代）













みやぎ生協 みやぎ生協 70 代



















F 徒歩１～２分（１丁目から） 徒歩 毎回 野菜，肉類 もう十分
泉中央周辺の店





未回答 未回答 未回答 70 代と 80 代
H 徒歩１分 徒歩 隔週（月に２回程度）
野菜，肉類，
油揚げ 未回答 未回答 未回答 70 代










J 徒歩１分 徒歩 時々 野菜 未回答 みやぎ生協の宅配，夕食宅配 未回答 80 代





L ５分 徒歩 たまに 野菜，果物 未回答 生協，30 分歩く 未回答 70 
M ５分 徒歩 毎回 パン，人参，サラダ，煮しめ 未回答 未回答 未回答 80 




せてもらう 未回答 80 









































Q10：（ありの場合）運転する頻度 … ほぼ毎日，週１･ ２回，たまに，めったにしない
Q11：運転する際の主な目的は … 買い物，通院，送迎，その他
Q12：同居家族にクルマを運転する方はおられますか …いる，いない 
Q9 Q10 Q11 Q12 その他に聞けた話
A 高齢で返納 ‐ ‐ いない 歩き？
B なし ‐ ‐ いる（旦那さん，お孫さん） 旦那の車
C あり ほぼ毎日 買い物，遊び いる（旦那さん） お買い上げ額は 500 円程度 車
D 未回答 ‐ ‐ 未回答 ？
E なし ‐ ‐ いない（一人暮らし）
自分は一人暮らしで，併設されているテントで皆と
交流するのが楽しく，毎週水曜日が待ち遠しい。 バス
F 高齢で返納 ‐ ‐ 一人暮らし バス
G なし ‐ ‐ いない ？


























L 返納予定 未回答 買い物 1700 円 歩き
M 未回答 ‐ ‐ いない ？
N なし ‐ ‐ いない 乗せてもらう








































































































コンビニ  1  2  1
食品  1  1  2
衣類  0  0  0
その他  3  3  1
サービス
理美容  2  5  7
飲食店  3  2  3
クリーニング  1  3  2
医療  2  4  4
福祉（老人）  0  0  1
保育園，幼稚園  0  0  0
その他  2  9 16
金融，郵便局  0  1  1
分類不明  5  7  7























































































































































場所 Q1 Q2 Q3 Q4 Q5（要望） Q6 Q7
A コミセン １分 徒歩 ２回に１回 1000円 特になし ヨークベニマル 週２～３回，車
B コミセン 10 分 車 ２回に１回 800 円 特になし ヨークベニマル，イオン 週２～３回，車
C コミセン １～２分 徒歩 今回で２回目 600 円 特になし イオン 週２～３回，車












F ６丁目集会所 ３分 徒歩 ２回に１回 800 円 アイスクリーム
ヨークベニマル，
イオン 週３～４回，車





















Q8 Q9 Q10 Q11 Q12 その他に聞けた話
A 60 代 あり 週 3 ～ 4 回 買い物などの用足し いる
B 60 代 あり ほぼ毎日 その他 いる
C 60 代 あり 週 3 ～ 4 回 買い物 いる
D 70 代 なし いる お買い物バスは所要 2 時間かかるので，時間がもったいない。夫が車を運転するが，お使いは頼まない。
E 50 代 あり ほぼ毎日 その他 いる
F 60 代 あり ほぼ毎日 仕事 いる
G 60 代 あり クルリン号が 6 丁目に来る前も，コミュセンまで 10 分かけて歩いて行っていた。クルリン号は寒い日に便利。
表10b　館団地の移動販売利用者ヒアリング結果（Q8 ～ 12，その他）
向陽台 館
立地 仙台中心部から北北東に約９km 仙台中心部から北西に約 10km
近隣の商
業環境 隣接団地内に中規模 SC やスーパーあり。
外郭環状道路を隔てて既成の住宅団地から孤立。泉
区西部の農村地帯に近い。
























際の業者のツテで，2015 年 11 月から誘致開始。
町内（会）
の動き
・2017 年１月，有志住民が高齢者の生活支
援組織「ささえ愛の会」を結成し，移動販
売営業時に休憩所を設営。ここでの住民間
交流を楽しみに訪れる人も多い。
・移動販売営業時間を，移動図書館の時間にあわせ
る工夫
・今後さらなる高齢化を考えて，市交通局にバス本
数を増やすよう要請している。
表11　向陽台と館に関する調査内容の要点比較
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刻な問題として捉え始めていること，また「買い
物弱者」に関する明確な定義は存在しないために，
各自治体は様々な基準を設け，それに準じた対策
が行われていることが分かった。
　Ⅲ章では仙台市近郊における関連情報について
まとめた。河北新報によると，仙台市内では館団
地（泉ビレジ）において買い物問題が報じられて
いた。また，フードマーケットフジサキへのヒア
リングを行うと，移動販売車「クルリン号」は利
用者には好評である一方で，客単価が低いこと，
町内でも限定した地区からの集客しか見込めない
ことなど，解決すべき課題が多いことが分かった。
　Ⅳ章では研究対象とする団地を選定した。前章
で行ったヒアリングと，団地の開発時期の違いや
統計データの分析結果を基に，いずれもクルリン
号を誘致した点では同じながら，開発年度が比較
的新しく高齢化率もそれほど高いわけではない館
団地と，開発年度が古く高齢化率も高い向陽台を
対象とすることに決定した。
　Ⅴ・Ⅵ章では，２つの対象団地の実態について
論じた。その要点は表11のように要約できる。す
なわち，新旧住宅地図によって商業立地を調べる
と，向陽台は減少，館は増加という対照的な結果
であるものの，核となるスーパーマーケットが団
地内に立地しないという点は共通していた。高齢
化の状況については，前章において統計データで
確認した通り，人口ピラミッドを作成するとその
形状には差異がみられた。また，各連合町内会長
にヒアリングを行うと，いずれの団地も「買い物
弱者問題」への危機感から自らフジサキへクルリ
ン号の営業を行ってほしいと交渉していたことが
明らかになった。
　他にも，館団地では市営バスの本数を増やすよ
う交通局に交渉する，向陽台ではクルリン号の営
業時に有志の人々による交流スペース（休憩所）
を設けるなどして，地域の利便性とまとまりを高
めるための取り組みを行っているが，その根底に
は，両団地とも高齢化が更に進む今後への危機意
識がある点で共通していた。
　クルリン号利用者へヒアリングでは，その属性
は異なっていることが分かった。年代や免許の有
無を比較すると，クルリン号は館団地の住民に
とっては「『ちょっと買い』をする補助的なもの」，
向陽台の住民にとっては「ライフラインの一部」
であると位置づけることができる。
　２．考察
　以上のことから，移動販売は買い物弱者対策と
して有効である一方で，複数の課題を抱えている
ことが明らかとなった。「（クルリン号に）来ても
らわないと困る」とする利用者もいるものの，館
のような現時点での高齢化率が低い団地において
は，日常的に自らの運転で買い物に行っている利
用者が多い。そのような人にとっては，メインの
買い物先での買い忘れや目玉商品等を「ちょっと
買い」する対象であるため，そこでの売り上げが
目標金額に達するのは容易ではない。さらに団地
を問わず利用者の会場までの移動手段はほぼ全員
が徒歩であることから，買い物に来られるのは会
場近くに住む人に限られてしまうため，「もっと
近くに来れば利用したい」と考えている潜在的な
「買い物弱者」が存在している可能性がある。
　また，向陽台の「ささえ愛の会」のような他者
の力が合わさることによって利用者を効果的に集
められることが分かったが，逆の見方をすれば，
その力を持続させなければ利用者数を伸ばすこと
は難しいと思われる。「ささえ愛の会」に関して
は，そのメンバー自体も全員が65歳以上の高齢者
であることから，今後どのように活動を継続して
いくかが鍵となっている。
　つまり「買い物弱者」の問題は，１つの対策だ
けでは解決することができない。本研究で扱かっ
た移動販売も，利益を確保しなければならない小
売業者の側は，品揃えとサービス内容をさらに厳
選して，一般店舗と比べても利用したくなるよう
な移動販売ならではのサービスを工夫する必要で
ある。また受け入れる地域の側も，移動販売を住
民の交流機会として支える活動の工夫が必要であ
る。それも，ボランティア精神によるだけでなく，
地域通貨によるサービスなど，地域の経営資源を
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組み合わせる工夫が必要であり，それらが今後の
課題であるといえる。
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